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調査結果（要旨） 

 

１．当期の売上高合計は３，４２２億２１百万円で、前期の売上高合計３，１４２億４４百

万円より２７９億７７百万円増加している。 

２．当期黒字社数は９９社で前期の社数９３社より６社増加した。当期赤字社数は２社で前

期の社数８社より６社減少した。 

３．売上高１００億円以上の６社の合計売上高１，１５１億９９百万円で、全売上高の３３．

７％を占める。 

特別企画: 沖縄県内の特Ａ工事業者の売上高ランキング 

（２０１７年１１月期～２０１８年１０月期） 

売上高合計、前期比８．９％増  

黒字社数は６社増加して、 

黒字総合計は２８億７百万円増となる  

はじめに 

２０１８年（１月～１２月）の入域観光客数は過去最高の約９８４万人を突破した。観

光業界が好調なこともあって、沖縄県の景況感が良いことから集合住宅、戸建住宅、商業

施設、物流倉庫、公共施設の建築工事が増え、工事業界には良好な環境となっている。需

要の高まりで資材、労賃、工事単価の上昇が見られるが、無理な受注はせず適正な利幅を

確保することにより、業績を伸ばしている業者が多い。こうした環境下、工事業者の売上

高、収益がどのように変化しているか当社の企業概要ファイル「ＣＯＳＭＯＳ２」（約 147

万社収録）から沖縄県内の建設業を主業とする企業データを抽出。そのなかで沖縄県

（※）特Ａランク工事業者の売上高（２０１７年１１月期～２０１８年１０月期）について

検証した。（※参考：沖縄県入札参加資格者名簿） 
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調査結果 
 

１．売上高合計は前期比８．９％増 

当期の売上高合計は３，４２２億２１百万円で、前期の売上高合計３，１４２億４４百万円よ

り２７９億７７百万円増加している。売上高合計が増加したのは、観光関連業界が好調でホテル、

ウィクリーマンション、商業施設、飲食店などの工事が増え、公共関連では沖縄振興予算で公営

住宅、学校、公共施設、道路、護岸工事が増え工事業者の受注が伸びたことなどが要因。増収社

数６３社が減収社数３８社を２５社上回り、当期売上高総合計は前期比８．９％増となった。ま

た、黒字社数９９社が前期黒字社数９３社を６社上回り、当期黒字総合計は前期比３４．７％増

となった。一方、赤字社数２社は、前期赤字社数８社より６社減少し当期赤字総合計は８８．６％

減となった。引き続きホテル、集合住宅、公共施設などの発注が増え受注環境は良く、平成３１

年度の国の振興予算額が継続されているため、業伸が期待できる。 

 

２．当期黒字社数は増加して黒字総合計は前期より増加、赤字
社数、赤字総合計は減少した 

当期黒字社数は９９社で前期社数９３社より６社増加して、黒字総合計１０９億１１９７万円

で、前期黒字総合計８０億９，４４０万円より２８億１７５７万円増加した。また、当期赤字社

数は２社で前期の社数８社より６社減少、当期赤字総合計は８，９３３万円で前期赤字総合計７

億８，６５７万円と比べると６億９，７２４万円減少した。 

当期純損益で黒字社数が増加し赤字社数が減少したのは人員不足による工賃アップや資材値上

げなどがあったが、積算を強化し無理な受注を控え、粗利益率の向上に努力したことなどにより

経費増を吸収できたことが背景となっている。 

 

３．１位は（株）國場組、以下（株）屋部土建、（株）沖電工 

１位は（株）國場組で、非工事部門が単価を見合わせた案件があったため減収となったが、主

力の工事部門は民間工事が伸び増収となったことから、売上高は前期比２６．２％増となった。 

２位は（株）屋部土建で、建築工事、土木工事とも公共工事、民間工事で大口工事の受注が伸

びたため、前期比１３．０％増となった。 

３位は（株）沖電工で、主力の工事部門が公共工事の受注減で減収となり、電材卸部門も工事

に付帯する電材の扱いが減って落ち込んだため、前期比０．７％減となった。 
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４．売上高１００億円以上の６社の合計売上高は、全売上高の
３３．７％を占める 

売上高１００億円以上の６社の合計売上高１，１５１億９９百万円で、全売上高の３３．７％

を占める。全１０１社中、１０億円以上２０億円未満が４２社で全社数の４１．６％、１０億円

未満が１２社で１１．９％、両クラスをあわせて全体の５３．５％と２０億円未満の企業が半数

余りを占めている。 

売上高伸び率が大きいのは丸尾建設（株）（１３９．８％増）で、次いで（株）七和（１１４．

２％増）、（有）明城建設（８６．１％増）である。 

 

まとめ 

入域観光客数が順調に伸び、県外からの移住者、就労者が増え宿泊施設、住宅の需要が伸びて

いるため、ホテル、マンション、共同住宅、戸建住宅、集合住宅の建築が増え工事業界には良好

な受注環境となっている。建築需要がここ数年伸び続けているため、資材が高騰、人手不足から

労賃が上がり工事単価が上昇しているが、工事業者は仕入れルートを開拓して応援の人材を確保、

適正な価格で受注するなど需要に対応して売り上げを伸ばしているところが多い。損益面でも無

理な受注は避け、経費上昇分を単価に上乗せしているため増収企業が増え業績を伸ばしている。

沖縄本島はじめ、宮古島、石垣島ともホテル建築が増加、１年～２年後を見据えた建築や新築計

画が多く、公共工事についても新たな計画が推し進められているため工事業界の好調は続きそう

である。 

建築業界は、人材教育に力を入れ、新しい技術を導入して施工能力を高めて実績を積み重ねて

いるところが多い。組織、営業、財務基盤を構築し体力付けた企業が増えているため、安全管理

に十分注意して引き続き安定した業績を維持して欲しいものだ。 
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